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日本唯一の映画生協の誕生

　１つの映画館が存続しつづけること、そ
れはその地域の文化的力、経済的力を映し
出すバロメーターのごときものであろう。
東日本大震災以後、２度にわたり宮古市に
ある映画館「みやこシネマリーン」を訪
ね、改めて映画館をもつ地域力の豊かさに
ある種の羨望感を感じた。それは私の郷里
である島根県の石見地方の市や町も少し前
から、まったくの映画館空白地域となって
いるからである。岩手県の宮古の地で１度
は消えた映画館の火が復活し、今日まで存
続しつづけてきている、それがなぜ可能で
あったのか、そしてそのことの意味は何か
を考えた。
　三陸沿岸部で唯一の映画館「みやこシネ
マリーン」の支配人・常勤理事の櫛

くし

桁
げた

一
かず

則
のり

さんによると、映画生協という日本で唯一
の映画館運営にいたる経過は次のようであ
る。昭和 30 年代の映画全盛期には、宮古
市内にも７館の映画館があったが、その後
テレビ等に押されて衰退し、1991 年６月
には最後の映画館が姿を消して、映画館の
空白地域になった。しかし、間もなく、映
画好きの人びとが集まり、1992 年 10 月に
「みやこシネマクラブ」を立ち上げ、自主
上映活動に取組み始めた。近隣の市町村に
も呼びかけ、市民文化会館を会場に年間７
回以上、１回に 500 人～ 2500 人の人びと
を集めて自主上映活動が続けられた。こう
した地道な活動の積み上げが自分たちの常設
映画館をという機運を生み出すことになった。
　1995 年７月、宮古地区で住民の過半数
の組合員がいる「いわて生協」が大型ショッ
ピングセンター（マリーンコープDORA）
を建設する構想があることを知り、その中
に自分たちの映画館を開設したいという思
いで、1996 年暮れに映画館の運営団体、「み
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やこ映画生協」が設立された。こうして映
画の鑑賞団体ではなく、日本初の映画館を
生協方式で運営する専門生協が誕生したの
である。所管する厚生省（当時）や県も戸
惑ったということであるが、県の認可も受
けて 1997 年４月から 85 席と 62 席の２ス
クリーンを持つ「みやこシネマリーン」が
スタートした。（スタート時の出資金 2400
万円、組合員 9388 人）
　1997 年版『厚生白書』は「みやこ映画
生協」の誕生を、映画による市民の地域お
こしとして次のように伝えている。「…市
民グループが、1997 年（平成９年）4月、
全国初の『みやこ映画生活協同組合』を誕
生させ、映画文化が一気に華を咲かせてい
る。組合員が出資し合ってつくった映画を
見るための協同組合で、現在、組合員は
約 9000 人。土日ともなれば映画館には子
供連れが列をなして押しかけ、盛り上がり
を見せている。」入場者はピーク時の 2001
年には５万人を超えたが、その後、少子高
齢化の進展等で利用者数が徐々に減少し、
2010 年には２万人、2011 年には大震災の
影響もあって１万 7000 人にまで落ち込ん
でいる。（2012 年の来館者は１万 7841 人、
組合員数は 17700 人）
　いわて生協の組合員比率が高いとはいえ
人口６万人程度の街で映画館を維持するた
めには映画生協ならではの様々な工夫が行
われてきた。一般的なヒット作、話題作だ
けではなく、なかなか映画館では上映さ
れないさまざまな秀作を提供し、多様性
のある映画館を目指して「ドキュメンタ
リー映画祭」（映画上映と監督によるトー
クショー）を開催したり、そして映画館の
ない市町村での「移動映画祭」を実施する
など、徹底した地域密着の活動を行ってき
た。厳しい経営環境が続くなかで「一番大
切なことは続けていくこと」、「超低空でも

飛んでいれば良い」、「この街に映画館があ
ることが良いではないか」、［映画館は街の
財産だ］という思いで、櫛桁さんたちは取
り組んできたのである。

映画による被災地の
復興支援活動と
デジタル化への対応

　2011 年３月 11 日の大震災で、「みやこ
シネマリーン」は被害を免れたが、街が被
災するなかでの映画館の再開をためらって
いた。しかし、映画を上映してほしいとい
う市民の声に押されて、被災後２週間で映
画館を再開し、また５月からは映画館まで
足を運べない避難所や仮設住宅で暮らす岩
手県沿岸部の被災者に映画を届ける無料の
被災地域巡回上映活動を開始した。こうし
た取り組みには既に行われてきた「移動映
画祭」などの経験が活かされたであろうこ
とは想像に難くないが、被災地域の人びと
に映画を通して楽しみを届けたいという多
くの生協や様々な団体などからの物心とも
の支援もあって、現在まで約 180 回、延べ
7000 人の被災地域住民に映画を楽しんで
もらっている。
　この活動は櫛桁さんたちに［映画の力］
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をあらためて感じさせた。被災者がいる
様々な場所で行われる映画会は、日頃の生
活を忘れてスクリーンをともに凝視し、と
もに笑ったり、ともに涙したりする 2時間
である。映画が引き出してくる思い出や共
通の感情、それがきっかけで人びとの交流
が始まる。映画を見て被災後初めて笑えた
という人もいる。被災地域の人びとへ楽し
みを届け、心を支える巡回上映活動、こう
した取り組みは被災後３年目に入り、被災
地や被災者の暮らしの復興の状況も違いが
出てきているなかで、さらにいっそう重要
性が増してきているという。それはバラバ
ラになりかねない地域コミュニティの人び
とをつなぎ止め、人びとが楽しく集えるそ
の中心に映画があると「映画の力」を確信
しているからであろう。
　このように大震災の被害にもめげず、「被
災地に映画生協あり」の独特な復興支援活
動によって「みやこ映画生協」が地域社会
における頼もしい存在となってきている
が、しかし、その存続を脅かすような事態
が進んでいる。それは映画のデジタル化の
動きである。現在、フィルムからの転換が
急ピッチで進行しており、従来の映画用
フィルムの生産はこの夏で打ち切られ、新
作映画はデジタル化施設でなければ上映で
きなくなる。そこで岩手県三陸沿岸唯一の
映画館存続へむけて必死の「シネマリーン
デジタル化プロジェクト」が「みやこ映
画生協」「岩手県生協連合会」を中心に取
り組まれ、夏までにデジタル化のための
2000 万円の支援募金活動が取り組まれて
いる。宮古の地に映画生協を誕生させた地
域の力が、再び存亡の危機を乗り越えよう
と動き出しているのである。映画の「生協」
らしく組合員や地域の人びととの結びつき
がさらに深まり、このプロジェクトが成功
することを期待する。

　岩手県の三陸宮古の地で行われてきた映
画の「生協」の誕生とその継続から何が見
えるであろうか。映画のある暮らしの再興
を執拗に続けていることの意味は何であろ
うか。もちろん映画そのものに人びとを引
きつける魅力があることは確かである。し
かし、その魔力？をもってしても映画館を
維持できない地域もまた多いのである。と
すれば宮古の人びとの、またそれを支援す
る岩手県の人びとの、映画をはじめとする
文化を享受する協働の力と文化を協働の力
でつくることへの不屈な志を感じざるを得
ない。宮古地域での日本唯一の映画生協を
生み出した力とそれを生かし続ける力は、
被災地域の復興のあり方をより人間らしい
ものへと向かわせる力になるとともに、こ
れからの日本の超少子高齢社会における文
化的インフラの創り方とその維持の仕方を
示唆しているといえないであろうか。


